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C o n t e n t s　　　主な内容

令和２年（2020年）
6月15日発行

令和2年
3月定例会・5月臨時会

第 58 号

１階廊下のラックに収められた多数の絵本を活用した読書活動の奨励。地域の
方々の協力による、稲作・りんご作り・こぎん刺し等の体験学習の充実。小学
校陸上競技大会での多数の上位入賞や冬季のスキー学習による体力の向上。知、
徳、体のバランスのとれた松小っ子の育成に取り組んでいます。

［本会議］ ３月２日・18日　　　 議案審議
　　　　 ３月６日・９日・10日　一般質問
［常任委員会］

３月５日　総務企画・建設経済・教育民生
［予算特別委員会］

３月11日・12日・16日

［本会議］ ５月１日　　　　　　議案審議

3月定例会（３/２～３/18…17日間）

5月臨時会（５/１…１日間）

平川市立松崎小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの

市
議
会
だ
よ
り

ひ
ら
か
わ

学校の
先生より



平川市ＨＰ
当初予算の概要

689分 308項目

予算に対する質疑項目

こちらもご覧ください

令和２年度予算 私はここに注目 新
庁
舎
・

教
育
環
境
構
築

�

葛
西
勇
人 

議
員

教
育
環
境
の
充
実

�

山
谷
洋
朗 
議
員

民
生
、
児
童
委
員

活
動
費

�

工
藤
秀
一 

議
員

子
育
て
支
援
の

拡
充

�

中
畑
一
二
美 

議
員

高
齢
者
へ
の
支
援

�

福
士
　
稔 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
で

健
康
促
進

�

石
田
隆
芳 

議
員

新
本
庁
舎
建
設

�

長
内
秀
樹 

議
員

移
住
定
住
繋
ぐ

魅
力
創
出

�

工
藤
貴
弘 

議
員

ひらかわ市議会だより 第58号 2



次
の
ペ
ー
ジ
は

集
中
審
議
！
私
た
ち
の
お
金
の
使
い
道

令
和
２
年
度
予
算
審
議

産
業・観
光
／
福
祉・医
療

689分

予算審議の延べ分数

令和２年度予算市
民
の
声
を

行
政
に

�

原
田
　
淳 

議
員

農
業
振
興
・
農
家

支
援

�

桑
田
公
憲 
議
員

平
川
ら
し
さ

を
求
め
て
！

�

佐
藤
　
保 

議
員

今
で
し
ょ
う

明
日
に
頼
る
な

�

齋
藤
　
剛 

議
員

商
工
観
光
の
飛
躍

�

山
田
忠
利 

議
員

第
２
期
平
川
市

総
合
戦
略

�

工
藤
竹
雄 

議
員

子
育
て
支
援

�

大
澤
敏
彦 

議
員

く
ら
し
と

福
祉
優
先
で

�

齋
藤
律
子 

議
員

一般会計当初予算

175億3,000万円
前年度比較 11.2％減
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￥

令
和
２
年
度
予
算
審
議
と
な
る
予
算
特
別
委
員
会
は
、
３
月
11
日
・
12
日
・
16
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
に
先
立
ち
、

委
員
長
に
佐
藤　
保
議
員
、
副
委
員
長
に
原
田　
淳
議
員
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
中
審
議
！ 

私
た
ち
の
お
金
の
使
い
道

令和２年度
予算審議

求人情報発信支援事業
工藤竹雄 議員
①事業の内容は。

長内秀樹 議員
②支援の対象となる経費は。

福士　稔 議員
③周知の方法は。

答弁
①�人手不足解消のため、市内の中小企業や
個人事業主が実施する人材確保のための
経費の一部を助成するもの。
②�合同説明会の参加費や旅費、求人情報サ
イトの掲載費、企業紹介パンフレット作
成費、新聞・ウェブ広告等に係る経費な
ど。
③�企業連絡協議会の総会や市の広報で周知
する。

農業次世代人材投資事業
大澤敏彦 議員
①事業の内容は。
②今までの実績と作物の内訳は。

答弁
①�就農者の経営開始直後の意欲喚起と、定
着促進のため資金を給付するもの。最大
５年間で年間150万円を給付。
②�平成27年度から平成30年度までで13.5
名（夫婦は1.5名分として計算）。作物
別でミニトマトが８名、ニンニクが１
名、露地野菜が１名、りんごが3.5名。

青森港国際化推進協議会
工藤貴弘 議員
①同協議会の事業と市の関わりは。
②今までの実績は。
③�新型コロナウイルス感染症の影響は。

答弁
①�青森港にクルーズ客船が来た際の誘客
を、県と市で一緒に行っており、当市は
負担金を支払っている。
②�盛美園に観光バスで訪れており、平成
29年度はバス19台。平成30年度はバス
22台。令和元年度はバス27台の実績が
ある。
③�ほぼキャンセル状態であり、今後も来ら
れるか不明である。

りんご黒星病被害果処理
促進事業
桑田公憲 議員
①昨年の実績は。
②被害果処理のやり方は。

答弁
①�平賀地域で６度回収し510キログラム、
尾上地域で２度回収し80キログラム。
②�園地内処分を原則としてお願いしている
が、もう園地内に穴を掘って埋める場所
がない方や、処理し切れない方のため、
平賀、尾上、碇ヶ関地域に１か所拠点を
設けて、そちらに持参いただく。

 産 業・観 光

平賀地域の被害果収集拠点の様子
（旧平川診療所跡地）

ひらかわ市議会だより 第58号 4



次
の
ペ
ー
ジ
も

令
和
２
年
度
予
算
審
議

市
の
姿
勢・ま
ち
づ
く
り
／
教
育

民生委員・児童委員
工藤秀一 議員
①民生委員の人数等の状況は。
②�成り手不足の問題や１期で辞め
る人が多いと聞く。燃料費等も上がってお
り、活動費が不足していると思うが。

答弁
①�定数90名に対し欠員が５名。１人当たりの
配置世帯数が約145世帯。１人当たりの活動
費は平均５万4,606円。
②�県からの補助金は１人当たり年額で、平成
29年度に1,624円、平成30年度には2,600
円上がっている。県では段階的に引き上げて
いるので、その動向を見守っていきたい。

緊急通報体制整備事業
石田隆芳 議員
①緊急通報装置とは。
②対応している人数は。

答弁
①�一人暮らし等の高齢者世帯を対象に、緊急通
報装置を貸与する事業。緊急通報装置は、ボ
タンを押すことで県の社会福祉協議会と連絡
を取ることができる装置。
②�令和２年２月末
時点で96世帯、
98名が利用。

国民健康保険
齋藤律子 議員
①�資格証明書と短期被保険者証の発
行数。短期被保険者証の未交付状
況は。
②�交付状況は減少、あるいは横ばいであるが市
はどう捉えるか。
③�資格証明書が交付された場合や未交付の場
合、医療費が全額自己負担となるが、緊急で
医療を受ける必要が出た場合どうするか。

答弁
①�令和２年２月末時点、短期被保険者証222世
帯で昨年より22世帯の減。資格証明書は46
世帯で昨年より２世帯の減。短期被保険者証
未交付は77世帯で昨年より６世帯の減。
②�滞納者に対し納税相談に来るよう通知し、実
施しているため減少しているものと考える。
③�治療が優先される特別な事情がある場合は、短
期被保険者証を交付することで対応している。

骨髄移植ドナー支援
原田　淳 議員
①�今までの実績は。
②�重点施策事業として全面的に出す
考えは。

答弁
①�平成28年度から始まった事業で、平成28年
度から平成29年度は実績なし。平成30年度
は提供者が２名で、奨励金を交付。令和元年
度は実績なし。
②�広報やホームページでの周知のほか、令和元
年11月には文化センターで県立病院が主体
となり公開講座を行った。今後も事業の活用
に向けてＰＲを続けたい。

 　福 祉・医 療　

緊急通報装置

国民健康保険税の滞納があった場合、
通常の保険証よりも有効期限が短い
短期被保険者証や、治療費等を医療
機関等の窓口で全額を一旦支払うこ
ととなる資格証明書が交付される場
合があります。

市では一人でも多くの患者を救うため、
骨髄バンクが実施する事業において、
骨髄等を提供した方と、その方が勤務
する事業所に対し奨励金を交付してい
ます。
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すこやか住宅支援事業
山田忠利 議員
　事業の内容は。

答弁
市内に転入した方や子育て世代の方の住宅取得
費用の一部を補助するもの。令和２年度からは
新婚世帯も対象に加えた。

尾上分庁舎利活用
工藤竹雄 議員
①弘前大学との共同研究の内容は。
②�尾上分庁舎の活用について、市
としての考えは。
福士　稔 議員
③タイムリミットは想定しているか。

答弁
①�新本庁舎開庁後の尾上分庁舎の利活用方法の
検討のため、弘前大学の先生を招き、市民参
加型のワークショップを開催する。
②�尾上地域のにぎわい創出のために活用したい
と考え、その方法について弘前大学を中心と
しながら検討する。
③�新本庁舎開庁は令和４年度秋口の予定なの
で、同年度には改修設計に入ることを考えて
いる。

お試し移住交流事業
工藤貴弘 議員
①事業費が減額となった理由は。
②�充実したツアーとするため委託
先等へ情報提供などは行っているか。

答弁
①�令和元年度までは首都圏に出向く事業と、首
都圏から迎え入れる事業の２本立てで行って
いたが、首都圏に出向く事業は、県や弘前圏
域市町村でも行うため、令和２年度は迎え入
れる体験ツアーのみ実施するようにした。
②�行き先やスケジュール等打ち合わせを行って
いる。また、令和元年度の冬の受け入れで
は、自動車学校で冬場の車の運転の体験を提
案した。

新本庁舎建設事業
長内秀樹 議員
①設計委託料の内容は。
②�委託しているオフィスレイアウト
はどこまで決まっているか。

答弁
①�一級建築士による工事監理に係る費用や、オ
フィスレイアウト環境整備など。
②�椅子などの什器については計画がほぼ出来上
がっている。令和２年度は最終調整に入る段
階であり、内容をこれから図化する。

　 市の姿勢・まちづくり

尾上分庁舎

令和元年度移住体験事業の様子。小雪のためシュミレー
ターで雪道の運転体験を行いました。

補助を受けるためには条件が
あります。
詳しくはこちらのＱＲコード
をご利用ください。

平川市すこやか住宅
支援補助金のご案内

ひらかわ市議会だより 第58号 6



部活動指導員
山谷洋朗 議員
①どのような人物を配置するのか。
②�指導員に対する資格取得については。

答弁
①�教育現場にふさわしい人格と意識を持ち、中
学校の部活動外部指導者として活動実績があ

り、学校が希望する競技種目に精通している
人物を配置する。
②�各競技により様々な資格が存在するので、現
場と話をしながらベストなものを取得させる。

学校適正配置
葛西勇人 議員
①�学校適正配置検討委員会での話し
合いの内容は。
②�特定の学校をターゲットにして検討を進めて
いるのか。

答弁
①�小・中学校の規模の適正化について、小国小
中学校、葛川小中学校、広船小学校の再編が
進められてきた。いまだ少子化に歯止めが掛
からない状況を踏まえ、将来的な視点に立っ
た教育環境の在り方について検討する。
②�特定の学校について再編を進めていることは
考えてはいない。

英語検定料補助
山谷洋朗 議員
①�令和２年度からの新しい事業であ
るが、教育現場ではどのように進
めていくのか。
中畑一二美 議員
②�全額補助でなく、補助率を３分の
２とした理由は。

答弁
①�日頃の英語の授業の充実により、検定で成果
が発揮されるよう各校に指導する。
②�あくまでも自分のための資格ということを踏
まえ、自己負担を伴うものとした。

　教　　育

令和２年度予算を認定しました。

次
の
ペ
ー
ジ
は

11
人
が
聞
い
た�

一
般
質
問

地
域
公
共
交
通
／
公
共
施
設
／
予
防
接
種

予算の使い道や、今までの実績
など予算特別委員会は多くの
質疑がありました。

佐藤　保 委員長原田　淳 副委員長

今後のお金の使い道を、
全議員で慎重にチェック
しました。

市内在住の中学生の皆さんが、実用英語
技能検定の３級あるいは４級を受ける場
合、年に１回受験料の一部補助を受ける
ことができるようになりました。

こ の よう な 審 議 を 経 て、平 川 市 議 会 は
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議
員
黒
字
路
線
と
見
ら
れ

て
い
た
弘
南
鉄
道
弘
南
線
の

経
営
が
厳
し
い
と
の
一
部
報

道
が
あ
っ
た
が
、
沿
線
自
治

体
の
対
応
は
。

答
関
係
機
関
に
よ
る
説
明

や
協
議
・
検
討
を
重
ね
、
支

援
す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

国
へ
の
働
き
掛
け
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

議
員
支
援
策
と
そ
の
中
で

本
市
が
関
係
す
る
内
容
は
。

答
運
行
費
補
助
金
総
額
約
８

千
６
０
０
万
円
の
う
ち
当
市

負
担
見
込
額
と
し
て
６
５
０

万
１
千
円
、
沿
線
自
治
体
連

携
事
業
と
し
て
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
等
に
59
万
１
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

運
行
の
安
全
対
策
に
要
す
る

経
費
の
一
部
に
つ
い
て
国
や

県
等
と
補
助
す
る
予
定
で
あ

り
、
当
市
分
は
39
万
５
千
円

の
負
担
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

議
員
民
間
鉄
道
は
バ
ス
と

異
な
り
、
運
行
欠
損
に
対
す

る
国
の
支
援
制
度
は
な
い
。

国
へ
の
要
望
活
動
の
成
否
が

支
援
策
の
鍵
を
握
る
と
思
わ

れ
る
。
沿
線
市
町
村
と
し
て

県
と
連
携
し
な
が
ら
新
し
い

支
援
制
度
の
創
設
を
要
望
す

る
と
し
て
い
る
が
。

答
現
在
協
議
中
で
あ
り
、

内
容
が
固
ま
り
次
第
説
明
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
足

を
守
る
た
め
の
対
応
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
く
藤
どう
貴
たか
弘
ひろ
�議員

地域公共交通

弘前から黒石までを結ぶ弘南鉄道弘南線。市内の停車駅
は館田・平賀・柏農高校前・津軽尾上・尾上高校前。

存続を図れるように
後押しを

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

碇ヶ関屋内温水プール
「ゆうえい館」 山田　忠利 P.9
水害対策を中心とした
防災・減災 山田　忠利

除雪業者委託料 山田　忠利
税・公金の収納 長内　秀樹
若者議会運営事業 長内　秀樹
楽器寄附のふるさと納税新設 長内　秀樹
ニッポン一億総活躍プラン 工藤　竹雄
第２期平川市まち・ひと・
しごと創生総合戦略（素案） 工藤　竹雄 P.10
除雪業者への最低補償
制度創設 工藤　竹雄

火葬場運営 桑田　公憲
スポーツ施設の利用状況 佐藤　　保
新本庁舎建設事業 葛西　勇人 P.12
除排雪事業 葛西　勇人
尾上分庁舎の利活用 葛西　勇人
尾上分庁舎の利活用 齋藤　律子
地域公共交通計画作成業務 齋藤　律子 P.13
窓口改革 中畑一二美 P.13
危機管理対策 中畑一二美

産
業・観
光

観光振興対策 工藤　貴弘
弘南鉄道株式会社への支援策 工藤　貴弘 P.8
農業施策 桑田　公憲 P.10
家族農業の実態 佐藤　　保 P.11
収入保険制度 中畑一二美

教
育・福
祉・医
療

学校施設・整備 工藤　貴弘
予防接種事業 長内　秀樹 P.9
第80回国民スポーツ大会 石田　隆芳 P.11
市内の小・中学校の部活動 山谷　洋朗 P.12
学校施設の整備 山谷　洋朗
喫煙問題 齋藤　律子
子育て支援 中畑一二美

　平川市のいろいろな課題等について、
議員が市に考えを聞くのが一般質問。全
質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに
１項目を抜粋・要約してお知らせします。

詳細は平川市議会
会議録へ

今回は11名の議員が質問しました

8ひらかわ市議会だより 第58号



成
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答
任
意
予
防
接
種
※
２
の
助

成
を
市
独
自
で
行
い
健
康
被

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
予

防
接
種
法
に
よ
る
健
康
被
害

救
済
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
国

の
方
針
に
従
っ
て
行
い
ま
す
。

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
抗
措
置
と

し
て
も
、
公
衆
衛
生
を
踏
ま

え
た
施
策
を
要
望
す
る
。

次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
／
農
業
施
策

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
／
農
業
の
実
態

議
員
ゆ
う
え
い
館
は
中
弘

南
黒
地
区
で
た
だ
一
つ
の
公

認
プ
ー
ル
で
あ
り
希
少
価
値

が
あ
る
。
地
域
や
利
用
者
を

無
視
し
た
一
方
的
な
廃
止
は

市
当
局
の
圧
力
を
感
じ
る
。

地
域
住
民
説
明
会
で
の
声
を

受
け
止
め
、
存
続
を
期
待
し

た
い
が
見
解
は
。

答
平
川
市
公
共
施
設
個
別

管
理
計
画
に
お
い
て
、
ゆ
う

え
い
館
は
建
設
か
ら
20
年
経

過
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度

に
実
施
し
た
健
全
化
調
査
業

務
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
実

態
や
需
要
、
維
持
管
理
費
な

ど
と
あ
わ
せ
、
今
後
の
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

健
全
化
調
査
で
は
改
修
費
が

約
５
億
２
千
万
円
と
な
る
こ

と
、
施
設
利
用
者
は
市
内
の

方
が
14
％
と
非
常
に
少
な
い

こ
と
、
毎
年
の
維
持
管
理
費

が
約
３
千
万
円
を
超
え
る
経

費
が
要
さ
れ
る
こ
と
、
現
状

に
お
い
て
も
天
井
材
の
崩
落

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら

補
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
、
工
事
後
も
大
規
模
な

改
修
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
利
用
者
に
安
全
な
施

設
と
し
て
貸
し
出
す
こ
と
が

難
し
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

議
員
廃
止
あ
り
き
で
は
な

く
、
も
っ
と
地
域
に
歩
み

寄
っ
て
ほ
し
い
。

山
やま
田
だ
忠
ただ
利
とし
�議員

公共施設

ことば ※１　定期接種
　　　�予防接種法に基づいて市町村が実施する予防接種。

市町村が全額または一部を費用負担している。

※２　任意接種
　　　�各自が費用負担し任意で行う予防接種。このうち平川市

では現在インフルエンザに費用助成している。

議
員
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
と
幼
児
・
小
学
生
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
全
て
の
中
学

生
、
も
し
く
は
受
験
や
人
生
の

岐
路
に
立
つ
中
学
３
年
生
・
高

校
３
年
生
へ
の
接
種
助
成
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
年
間
１
０
０
万
円
か
ら

１
４
０
万
円
程
度
の
支
出
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
助
成
事
業

を
拡
大
す
る
こ
と
は
経
常
経

費
比
率
の
上
昇
に
つ
な
が
る

一
因
と
な
り
財
政
上
の
懸
念

は
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
医
療

費
削
減
へ
の
効
果
や
子
育
て

支
援
に
も
な
る
こ
と
か
ら
令

和
２
年
度
か
ら
実
施
で
き
れ

ば
と
考
え
、
助
成
対
象
拡
大

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

議
員
国
で
は
10
月
１
日
か

ら
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
定
期
接
種
※
１
と
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
対
象

よ
り
早
く
生
ま
れ
た
子
ど
も

に
市
独
自
で
接
種
費
用
の
助

長
おさ
内
ない
秀
ひで
樹
き
�議員

予防接種

碇ヶ関地域の屋内プールゆうえい館。日本水泳運動連盟
公認プールとして公式競技なども開催できます。

予防接種を受ける場合は計画的に。

助成対象の拡大は
　　有効な施策です

地域の声を
　　聞いてください
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一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
農
業
用
機
械
オ
ペ
レ�

ー
タ
ー
養
成
支
援
事
業
と
は
。

答
令
和
２
年
度
か
ら
の
新

規
事
業
で
、
農
業
生
産
組
合

員
等
の
大
型
特
殊
免
許
に
つ

い
て
、
取
得
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

議
員
り
ん
ご
の
ふ
る
さ
と

応
援
事
業
の
概
要
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
で
あ
る
り
ん
ご
は
納
税
額

の
増
加
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
。
そ
の
応
援
の
意
味

も
込
め
て
り
ん
ご
の
生
産
現

場
へ
の
還
元
を
図
る
も
の
で
、

り
ん
ご
の
苗
木
購
入
や
防
風

ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
、
園
地

の
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
や
作

業
場
の
舗
装
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

議
員
農
林
水
産
省
の
令
和

２
年
度
予
算
概
要
決
定
の
中

で
、
果
樹
支
援
対
策
に
り
ん

ご
の
超
高
密
植
栽
培
に
対
す

る
支
援
と
あ
る
が
概
要
は
。

答
省
力
樹
形
栽
培
向
け
の

支
援
単
価
が
新
た
に
設
定
さ

れ
、
超
高
密
植
栽
培
に
取
り

組
む
場
合
、
新
植
は
10
ア
ー

ル
当
た
り
71
万
円
、
改
植
は

73
万
円
支
援
さ
れ
ま
す
。

議
員
超
高
密
植
栽
培
の
モ

デ
ル
展
示
園
の
設
置
な
ど
市

と
し
て
今
後
具
体
的
な
取
り

組
み
は
あ
る
か
。

答
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
情
報
収
集
等

に
努
め
当
市
の
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

桑
くわ
田
た
公
きみ
憲
のり
�議員

議
員
平
川
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

審
議
会
委
員
の
選
考
方
法
は
。

答
平
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議

会
条
例
に
規
定
さ
れ
、
学
識

経
験
者
と
し
て
市
内
企
業
の

代
表
者
や
弘
前
大
学
、
弘
前

公
共
職
業
安
定
所
、
商
工
会
、

市
内
金
融
機
関
の
ほ
か
、
福

祉
分
野
、
観
光
協
会
、
一
般

公
募
の
市
民
な
ど
計
10
名
に

委
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

議
員
委
員
の
方
々
の
意
見

を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
第
２
期
総
合
戦
略
で
実

施
す
る
個
別
事
業
に
対
し
て

意
見
等
を
頂
き
、
農
業
生
産

組
織
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確
保

対
策
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
防
災
士
育
成
事
業

な
ど
総
合
戦
略
に
反
映
さ
せ

た
ほ
か
、
今
後
の
取
り
組
み

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

議
員
第
２
期
総
合
戦
略
で

は
第
１
期
で
達
成
で
き
な

か
っ
た
こ
と
の
教
訓
は
生
か

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
地
域
に
根
ざ
す
安
定
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
ほ
か
３
つ

の
政
策
分
野
に
つ
い
て
、
第

１
期
か
ら
継
続
性
を
持
た
せ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
注
力

す
べ
き
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

工
く
藤
どう
竹
たけ
雄
お
�議員

農業施策 まち・ひと・しごと
　　創生総合戦略

※１　�平川市まち・ひと・しごと創生総合戦略については14ページもご覧ください。

本年度より農業用機械オペレーター養成の支援が始まり
ました。

まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会委員の方々の意見
が、今後のまちづくりに生かされます。

目指すべき方向性を見つ
けなければなりません今後の農家支援を問う

平川市議会
会議録

※
１
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次
の
ペ
ー
ジ
も

市
の
こ
れ
か
ら
を
問
う 

一
般
質
問

小・中
学
校
の
部
活
動
／
新
本
庁
舎
建
設
事
業

地
域
公
共
交
通
網
／
窓
口
改
革

議
員
２
０
２
５
年
（
令
和

７
年
）
に
青
森
県
で
第
80
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
※
２
が

開
催
予
定
で
あ
る
。
競
技
種

目
の
中
で
当
市
は
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
誘
致
し
て

い
た
が
そ
の
結
果
は
。

答
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
争

う
正
式
種
目
と
し
て
、
開
催

地
の
内
定
通
知
を
受
け
て
い

ま
す
。

議
員
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
以
外
の
競
技
種
目
の
開

催
は
。

答
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
争

う
種
目
と
は
別
に
、
公
開
種

目
と
し
て
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
内

定
通
知
を
受
け
て
い
ま
す
。

議
員
開
催
ま
で
の
準
備
は
。

答
令
和
３
年
に
平
川
市
準

備
委
員
会
を
設
置
し
令
和
４

年
に
平
川
市
実
行
委
員
会
を

組
織
し
ま
す
。
令
和
５
年
に

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
東

北
総
合
体
育
大
会
、
令
和
６

年
に
全
日
本
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
を
開
催
し
、

令
和
７
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
向
け
準
備
を
進
め
ま

す
。

議
員
本
大
会
を
契
機
に
ど

の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
る
の
か
。

答
市
民
の
誰
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
心
身
と
も
に
健

康
で
豊
か
な
生
活
を
実
現
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

石
いし
田
た
隆
たか
芳
よし
�議員

国民スポーツ大会

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
�議員

農業の実態

ことば ※２　国民スポーツ大会
　　　�スポーツの普及・健康増進・地方文化の発展などのため、毎年開催される国内最大の国民スポーツの祭典。
　　　現在は国民体育大会として開催されており、2023年第78回大会より国民スポーツ大会へ改称となる。

青森県開催の第80回国民スポーツ大会は５年後の予定。
実に48年ぶりの開催です。

農業の後継者不足は喫緊の課題です。

農業で平川市を元気に 平川市での国民スポーツ
大会の成功を期待します

議
員
農
業
後
継
者
の
把
握

状
況
は
。

答
令
和
元
年
11
月
に
農
林

課
が
実
施
し
た
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
見
直
し
に
向
け
た
地

域
農
業
の
将
来
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

後
継
者
の
有
無
に
つ
い
て
50

歳
以
上
の
農
業
経
営
者
に
対

し
て
実
施
し
た
結
果
、
回
答

者
数
１
０
６
７
人
の
う
ち
後

継
者
が
い
る
方
が
２
３
５
人
、

後
継
者
未
定
の
方
が
７
７
７

人
、
未
回
答
が
55
人
で
し
た
。

議
員
り
ん
ご
農
家
の
大
多

数
は
小
規
模
農
家
で
あ
る
が
、

り
ん
ご
栽
培
に
関
す
る
今
後

の
考
え
は
。

答
国
、
県
で
は
法
人
や
大

規
模
農
家
等
へ
の
担
い
手
の

農
地
集
約
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
人
口
減
少
が
進
行
す

る
と
り
ん
ご
農
家
の
規
模
拡

大
に
限
界
が
あ
る
た
め
に
担

い
手
農
家
対
策
と
小
規
模
農

家
に
配
慮
し
た
施
策
を
同
時

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
当
市
で
は
、
り
ん

ご
の
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
等

の
小
規
模
農
家
も
活
用
で
き

る
市
単
独
の
支
援
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
当
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

維
持
と
発
展
を
図
る
た
め
各

種
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
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一
般
質
問
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
内
容
は
、
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
が
自
由
に
決
め
ま
す
。

議
員
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
運
動

部
の
活
動
に
つ
い
て
休
養
日

や
活
動
時
間
等
の
基
準
を
示

し
て
い
る
が
、
市
内
の
小
・

中
学
校
に
ど
の
よ
う
に
厳
守

さ
せ
る
の
か
。

答
平
川
市
運
動
部
活
動
の
運

営
方
針
を
策
定
し
、
学
期
中

の
部
活
動
休
養
日
を
週
当
た

り
２
日
以
上
と
す
る
こ
と
や
、

１
日
の
活
動
時
間
を
平
日
は

２
時
間
程
度
と
す
る
な
ど
具

体
的
に
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
の
運
動
部
活
動
に
係
る

活
動
方
針
を
各
校
に
検
討
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
令
和
２
年
度

の
部
活
動
休
養
日
や
活
動
時

間
の
共
通
理
解
が
図
ら
れ
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
、
各
校
か
ら
の
部
活
動

状
況
報
告
書
を
確
認
し
つ
つ
、

運
動
部
活
動
方
針
に
沿
っ
た

休
養
日
や
活
動
時
間
と
な
る

よ
う
指
導
し
ま
す
。

議
員
部
活
動
の
活
動
時
間

が
短
縮
し
た
場
合
、
保
護
者

へ
の
周
知
方
法
は
。

答
各
校
で
は
、
学
校
の
運

動
部
活
動
に
係
る
活
動
方
針

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
等
を
保

護
者
へ
配
付
し
周
知
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
で
は
今
後
も
保
護
者
か

ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
指

導
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者

や
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
望
ま
し
い

運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

山
やま
谷
や
洋
ひろ
朗
あき
�議員

小・中学校の部活動

議
員
新
本
庁
舎
が
免
震
構

造
を
採
用
し
た
理
由
は
。

答
地
震
時
に
お
け
る
揺
れ

や
建
物
の
損
傷
、
災
害
時
に

お
け
る
業
務
継
続
へ
の
対
応
、

建
設
コ
ス
ト
や
補
修
費
な
ど

を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
免

震
構
造
の
採
用
を
決
定
し
ま

し
た
。

議
員
新
本
庁
舎
中
央
の
吹

き
抜
け
部
分
の
転
落
防
止
対

策
は
。

答
吹
き
抜
け
周
り
の
柵
を

１
２
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

十
分
高
く
設
計
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
常
に
監
視
す
る
こ
と
で
け

が
や
転
落
防
止
に
努
め
ま
す
。

議
員
市
民
ホ
ー
ル
か
ら
の

騒
音
対
策
は
。

答
市
民
ホ
ー
ル
は
ふ
だ
ん

一
般
に
開
放
す
る
予
定
で
す
。

団
体
、
イ
ベ
ン
ト
業
務
で
貸

し
出
し
す
る
際
の
運
用
方
法

は
こ
れ
か
ら
検
討
し
ま
す
が
、

音
響
機
器
の
音
量
を
低
く
す

る
こ
と
や
利
用
者
の
声
が
響

か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
を
条
件
と
す
る
予
定
で
す
。

議
員
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
光
熱
費
が

か
さ
む
の
で
は
。

答
通
常
よ
り
断
熱
性
能
が

高
い
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
ま
す
。

ま
た
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

冷
暖
房
機
器
を
集
中
管
理
し

光
熱
費
を
抑
え
て
い
く
計
画

で
す
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
�議員

新本庁舎建設事業

生徒と教師に寄り添った運動部活動の在り方が求められ
ています。

教職員の働き方改革の
ためにも

平川市役所本庁舎完成後の内観イメージ。

誇れる新本庁舎に
　　　　なるように

平川市議会
会議録
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次
の
ペ
ー
ジ
は

議
会
の
動
き
／
審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果

ひ
ら
か
わ
ド
リ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
視
察
／
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
総
合
戦
略（
素
案
）説
明
会

国
道
７
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
監
査

令
和
２
年
３
月
定
例
会
審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
員
新
本
庁
舎
完
成
を
見

据
え
た
地
域
公
共
交
通
網
に

つ
い
て
市
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
※
１
は
、
サ
ン
プ
ル

数
が
少
な
い
上
に
地
域
や
路

線
ご
と
の
意
見
の
集
約
が
な

く
不
明
瞭
で
あ
る
。
公
共
交

通
は
市
民
の
声
が
十
分
に
反

映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
。

答
地
域
を
限
定
し
た
更
な

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
方
な
ど
に
対

し
補
完
す
る
必
要
が
出
て
き

た
際
は
追
加
調
査
の
実
施
を

考
え
て
い
ま
す
。

議
員
こ
れ
か
ら
運
転
免
許

証
返
納
が
差
し
迫
っ
て
い
る
団

塊
世
代
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
も
必
須
で
は
な
い
か
。

答
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
も
運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
く
て
も
交
通
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
た
め
運
転
免
許
証

の
返
納
に
踏
み
切
れ
な
い
と

い
う
状
況
を
認
識
し
て
い
ま

す
の
で
、
改
め
て
団
塊
の
世

代
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
運
転
免
許
証
を
返
納

し
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行

け
な
く
な
る
。
せ
め
て
市
内
は

自
由
に
出
歩
き
た
く
て
も
そ
う

い
う
路
線
に
な
っ
て
い
な
い
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
外
の

世
代
の
意
向
の
反
映
方
法
や
、

市
民
か
ら
直
接
話
を
聞
く
機

会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
�議員

地域公共交通網

議
員
市
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
総
合
窓
口
シ
ス
テ

ム
等
を
設
置
し
、
手
続
き
を

１
か
所
で
簡
単
に
で
き
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
で

き
な
い
か
。

答
新
本
庁
舎
建
設
を
控
え

現
庁
舎
へ
の
多
額
の
費
用
投

資
に
よ
る
設
置
は
困
難
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
過
去
に

見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
専

門
化
や
細
分
化
に
伴
い
、
複

数
の
手
続
き
を
１
か
所
で
行

う
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
新
本
庁
舎
で
も

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

市
民
が
利
用
す
る
こ
と
の
多

い
課
の
窓
口
を
一
つ
の
フ
ロ

ア
に
集
約
し
ま
す
。

議
員
担
当
課
へ
の
同
行
や

担
当
課
職
員
に
出
向
い
て
も

ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
は
。

答
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
専
属
の
職
員
を

配
置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
市
民
一
人
一
人
に
応

じ
た
対
応
を
心
掛
け
ま
す
。

議
員
本
庁
舎
の
窓
口
を
土

日
祝
日
に
開
設
で
き
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
部
署
ご
と

に
夜
間
や
休
日
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
要
望
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
検
討
し

ま
す
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
�議員

窓口改革

※１　�平川市バス交通に関するアンケート
調査結果報告書�

詳細はこちら

平川市バス交通に関するアンケート結果の一部抜粋。現本庁舎では入り口から入って左側に案内受付が設置さ
れています。

誰のための市役所なのか
市民の意向を十分に
反映させることを願う
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ひらかわドリームアリーナ（新体育館）が平川市陸上競技場の隣に完成し、４月１日にオープンしました。
同施設は、バスケットボールコート２面分の広さを持つメインアリーナと、同コート１面分の広さのサブアリーナ
を備える運動施設です。
また、大規模災害時には避難所機能などもあわせ持つ地域防災拠点でもあります。
オープンに先立ち３月18日に議員視察、３月28日には議長を含む関係者によるテープカットが行われました。

　３月２日、第２期平川市ま
ち・ひと・しごと創生総合戦
略（素案）の議員説明会が開
催されました。
　まち・ひと・しごと創生総
合戦略とは、国のまち・ひ
と・しごと創生法に基づき策
定される地方創生のための５

か年計画です。当市の第１期の計画期間は平成27年度から
令和元年度まで、第２期は令和２年度から令和６年度まで
となっております。
　議員からは、移住者向け住宅支援や子育て環境の更なる
充実などの質問や提言がありました。

ひらかわドリームアリーナ視察

　４月９日、
福士　稔議長
が監事を務め
る、国道７号
整備促進期成
同盟会の令和
元年度事業の
監査が行われました。
　津軽地域の市長及び議長で構成される当同盟会は、
常盤バイパス・浪岡バイパスの４車線化促進をはじ
めとした、国道７号道路整備のための要望活動を国
や県、青森県選出の国会議員などに行っています。

第２期平川市まち
・ひと・しごと創
生総合戦略

テープカットの様子。完成式典は新型コロナウイルス
感染症対策のため規模を縮小して行われました。

非常用物資の備蓄倉庫。水や毛布、簡易トイ
レなどが備蓄されています。

メインアリーナ。議員からは音響設備や想定
種目等について質問がありました。

メインアリーナ２階客席。車いす用スペース
６席分を含む1,102席が設けられています。

議会の動き

第２期平川市まち・ひと・しごと創生
総合戦略（素案）議員説明会

国道７号整備促進期成
同盟会　監査

ひらかわ市議会だより 第58号 14



次
の
ペ
ー
ジ
は

審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果

令
和
２
年
５
月
臨
時
会
審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果　
他

平川市議会会議録
令和２年３月定例会１日目令 和 ２ 年 ３ 月 定 例 会

審議議案等とその結果（抜粋）
上程された議案等・概要 結 果

条例の制定
平川市手話言語条例案　 可決
平川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例案 可決
 条例の一部改正
平川市印鑑条例の一部を改正する条例案　 可決
平川市議会議員及び平川市長の選挙における選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市監査委員に関する条例及び平川市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案　 可決
平川市生涯学習センター条例の一部を改正する条例案 可決
平川市運動施設条例の一部を改正する条例案 可決
平川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
平川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条例案 可決
平川市ふるさとセンター条例の一部を改正する条例案 可決
平川市多目的集会施設条例の一部を改正する条例案 可決
平川市営住宅管理条例の一部を改正する条例案 可決
令和元年度補正予算
一般会計　 可決
国民健康保険特別会計　 可決
介護保険特別会計　 可決
下水道事業会計　 可決
新屋財産区一般会計 可決
その他

人権擁護委員候補者の推薦について�
再任となった齋藤千惠子人権擁護委員▶

� 　�　 同意

青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について 可決
平川市過疎地域自立促進計画の変更について 可決
東部辺地総合整備計画の変更について 可決
久吉辺地総合整備計画の変更について 可決
市道路線の認定について 可決
平川市四季の蔵「もてなしロマン館」の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市尾上農村環境改善センター「さるか荘」及び平川市ふるさとセンターの指定管理者の
指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市古懸コミュニティ浴場の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市久吉たけのこ温泉の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
碇ヶ関屋内温水プール（ゆうえい館）の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市駅前駐車場の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
高木会館の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
令和２年度予算
一般会計� ☞関連記事　P2～ P7 可決

（起立採決）

国民健康保険特別会計 可決
（起立採決）

介護保険特別会計 可決
（起立採決）

後期高齢者医療特別会計 可決
（起立採決）

国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 可決
学校給食センター特別会計 可決
尾上地区住宅団地温泉事業特別会計 可決
簡易水道特別会計 可決
水道事業会計 可決
下水道事業会計 可決
各財産区一般会計（�新屋、町居、広船、小和森、大坊、石郷、岩館、大字大光寺、新尾崎、新館、沖館、葛川、吹上・高畑、原田、碇ヶ関） 可決

各議案の詳細はこちら
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議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です９月15日

　３月の定例会で議員全員で構成する予算特別委員会が設
置され、令和２年度の平川市の予算案が審議の結果、可決
され、本年１年間の市政の新たな幕開けとなりました。�
　しかし、以前から危惧していたコロナウイルス禍は、
平川市民の平穏な生活をも暗い影で覆いつくすこととな
り、長い自粛生活を強いられました。先日ようやく、本
県の緊急事態宣言の発令が解除になったものの日常の生
活を取り戻すには、まだまだ程遠い状況下ではあります
が、市民一人ひとり心を一つにして、この困難に立ち向
かって未曾有の危機を乗り越えてくださることを、心よ
りお祈りいたしております。そして、以前の活気あふれ
る平川市本来の姿を取り戻すことのできるよう議員一同、
精一杯尽力いたします。� （山谷洋朗）

新型コロナウイルス
感染拡大防止のための傍聴自粛のお願い
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、傍聴はお控えくださるよう
お願いいたします。
本会議はインターネット中継を行っています。
ぜひ、ご自宅で議会の様子をご覧ください。

上程された議案等・概要 結 果
条例の一部改正

平川市国民健康保険条例の一部を改正する条例案　
　新型コロナウイルスに感染するなどした被用者に傷病手当金を支給するもの。 可決

令和２年度補正予算

一般会計　
　予算総額は歳入歳出とも208億3,443万円。主な補正内容は次のとおり。
　・特別定額給付金
　　国の特別定額給付金。市民１人につき10万円を世帯主に給付。
　・子育て世帯への臨時給付金
　　児童手当を受給する保護者へ、児童１人当たり１万円を給付。

可決

国民健康保険特別会計　
　予算総額は歳入歳出とも36億1,686万円。主な補正内容は次のとおり。
　・平川市国民健康保険条例の一部改正に伴う傷病手当金。
　　�被保険者のうち、被用者が新型コロナウイルスに感染等した場合、労務に服することができな
い期間に応じて支給。

可決

新型コロナウイルス
感染症対策のための
議案等を審議しました。

令 和 ２ 年 ５ 月 臨 時 会
審議議案等とその結果（抜粋）

請願・陳情は
午後５時までにご提出願います。

令和２年 第３回定例会は

9月上旬からの予定　開会は10時です

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　工　藤　貴　弘
副委員長　葛　西　勇　人
委　　員　山　谷　洋　朗
　　　　　長　内　秀　樹
　　　　　山　田　忠　利
　　　　　桑　田　公　憲

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-44-1111
提出方法はこちらから▶

編集後記

福士　稔議長

議会中継は
こちらから▶
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